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っぱい

昨
年
四
月
、
理
事
長
を
指
名
さ
れ
、
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
陰
で
無
事
平
成

三
十
年
度
の
活
動
を
締
め
括
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に

対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
諸
活
動
推
進
に
当
た
り
そ
の
基
盤
と
な
る

点
は
、

◎

当
会
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ア
で
の
地
域
貢
献
活
動
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
地
域
の
諸
行
事
に
積
極
的
に

参
加
・
協
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

◎

地
域
の
動
き
に
沿
っ
た
活
動
を
す

る
に
は
、
そ
れ

に
合
っ
た
知
識
の
修
得
が
必
要
で
す
。
絶
え
ず
周
り

の
動
き
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
研
修

活
動
を
考
え
ま
す
。

◎

昨
年
度
か
ら
英
会
話
研
修
を
始
め
、
毎
回
十
数
名
の

方

が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
英
語
で
の
ガ
イ
ド

申

込
は
有
り
ま
せ
ん
が
旅
行
会
社
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
等
は
来
て
お
り
、
そ
れ
に
備
え
た
準
備
は
必
要
で

す
。

◎

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
喜
び
は
お
客
様
に

「
長
浜
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
頂
く
こ
と
で
す
。

美
し
い
街
に
来
て
頂
く
た
め
、
各
種
清
掃
事
業

に
は

皆
さ
ま
の
積
極
的
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

◎

当
会
が
最
も
大
切
に
す
る
こ
と
の
一
つ
が
観
光
客
や

地
域
の
方
々
か
ら
の
「
信
頼
を
得
る
」
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
出
動
忘
れ
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
も
重
要
事
項
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が

今
一
度
、

意
識
し
て
下
さ
い
。

今
年
度
の
当
会
運
営
の
中
で
、
一

歩
ず
つ
前
進
す
る
た
め
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

総
会
を
終
え
て

地
域
に
根
差
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て

理
事
長

馬
場
智
章

副
理
事
長

木
村
富
久
子

梅
雨
明
け
も
間
近
に
な
り
、
庭
の
紫
陽
花
が
見
ご
ろ
を

迎
え
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。

当
協
会
も
無
事
に
総
会
を
終
え
、
始
動
か
ら
早
く
も
三
ヶ

月
目
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
活
動
の
最
後
の
年
で
す
。

ま
ず
、
理
事
長
の
方
針
で
も
あ
り
ま
す
「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
」

の
精
神
（
こ
こ
ろ
）
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
総
務
部
は
、

文
化
塾
（
長
浜
学
）
計
画
そ
し
て
、
九
月
に
は
湖
北
ブ
ロ
ッ

ク
合
同
研
修
会
計
画
と
多
忙
な
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
事
業
部
は
、
新
Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
チ
ー
ム
編
成

に
加
え
、
大
き
な
事
業
の
県
外
研
修
実
施
計
画
が
待
ち
構

え
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
き

そ
う
で
す
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る
の
は
、
な
ん
と

言
っ
て
も
当
協
会
会
員
の
皆
さ
ま
と
、
心
を
一
つ
に
し
、

一
致
団
結
し
て
臨
み
、
楽
し
み
な
が
ら
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
「
私
は
な
ぜ
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
道
に
進

ん
だ
の
だ
ろ
う
？
」
と
自
問
自
答
し
た
と
き
に
歴
史
の
勉

強
に
も
な
り
、
そ
し
て
、
心
も
体
も
健
康
に
な
り
、
素
晴

ら
し
い
活
動
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
え
る
自
分
が
そ
こ
に

い
ま
し
た
。
ま
た
、
素
敵
な
仲
間
も
出
来
、
交
流
の
輪
も

広
が
り
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
れ
る
こ
と
に
満
足
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
「
魞
の
湖
」
の
思
い
を
胸
に
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
三
十
一
年
度
通
常
総
会
開
催

総
務
部
長

宮
垣
秀
太
郎

総
務
部
活
動
方
針
は
総
会
議
案
書
の
通
り
で
す

か
ら
今
回
は
、
総
務
部
の
お
願
い
を
記
載
し
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
広
報
誌
「
魞
の
湖
」
に
つ
い
て
で

す
。
年
四
回
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
毎
回
掲
載
し

ま
す
記
事
の
収
集
に
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
の

機
関
誌
は
会
員
全
員
の
機
関
誌
で
す
、
会
員
全
員

が
お
考
え
の
い
ろ
ん
な
意
見
を
掲
載
し
た
い
の
で
、

個
々
に
原
稿
依
頼
を
し
ま
す
の
で
嫌
が
ら
ず
「
つ

い
に
私
の
番
か
仕
方
が
な
い
」
と
あ
き
ら
め
て
積

極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
の
機
関
誌
！
皆
で
良
い
も
の
に
し
た
い
の
で
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
に
会
員
募
集
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
で
す
。

こ
の
課
題
は
協
会
員
一
人
一
人
が
関
心
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。

今
後
の
協
会
の
継
続
も
す
べ
て
新
規
入
会
者
に

託
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
今
年
も
新
規
入
会
者
の

た
め
の
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
の
入
会
を
考
え
現
在
企
画
中
で
す
皆
さ
ん
の
良

い
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
部
か
ら
の
お
願
い

理
想
の
「
あ
・
す
・
が
」
事
業
を
め
ざ
し
て

事
業
部
長

永
田
太
一

昨
年
度
同
様
、
今
年
度
も
各
事
業
に
ご
理
解
と

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
あ
っ
！

す
ご
い
！

が
っ
ち
り
！
」
と
し
た

事
業
を
や
り
た
い
で
す
。
（
で
も
今
の
協
会
の
身

の
丈
に
合
っ
た
事
業
を
め
ざ
し
ま
す
。
）

そ
こ
で
、
新
年
度
の
重
点
活
動
方
針
（
部
長
私

案
で
す
が
）
を
述
べ
ま
す
。

①

ガ
イ
ド
出
動
計
画
の
確
実
な
作
成
と
実
行
。

少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
、
精
一
杯
の
割
り
当
て
作

業
願
い
は
一
つ
、
多
く
の
出
動
希
望
〇
を
。

②

会
員
の
親
睦
や
交
流
も
兼
ね
た
手
軽
な
研
修
。

相
互
研
修
、
に
い
さ
ん
の
日

Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ

文
化
塾
等
の
活
用
。
外
国
語
研
修
へ
の
参
加
。

③

Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
の
改
革
と
新
人
会
員
の
育
成
。

新
Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
発
足
と
運
営

（
全
会
員
で
の
ガ
イ
ド
）
。
育
成
計
画
と
会
員
増

に
向
け
て
。
最
後
に
、
再
度
、
み
な
さ
ま
へ
。

あ
す
が
の
願
い
、

「
あ
と

す
こ
し

が
ん
ば
っ
て

〇
を
」
。

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
五
日
（
木
）
南
郷
里
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
三
十
一
年
度
の
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
長
浜
観
光
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ガ
イ
ド
協
会
の
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

馬
場
理
事
長
、
長
浜
市
産
業
観
光
部
観
光
振
興
課

岩
崎
課
長
様
、
ご
挨
拶
の
後
、
議
長
に
富
永
洋
司
氏

が
選
出
さ
れ
、
議
長
に
よ
る
総
会
成
立
確
認
後
、
議

案
審
議
が
行
わ
れ
、

第
一
号
議
案

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案

平
成
三
十
年
度
会
計
収
支
決
算

承
認
及
び
会
計
監
査

第
三
号
議
案

平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画

第
四
号
議
案

平
成
三
十
一
年
度
事
業
予
算

い
ず
れ
も
審
議
の
後
、
原
案
通
り
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
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会
員
の
随
筆

ガ
イ
ド
活
動
に
対
す
る
一
方
策

安
藤

忠
雄

五
月
十
四
日
付
「
滋
賀
夕
刊
」
に
よ
る
と
長
浜

市
内
を
大
学
に
見
立
て
て
、
観
光
客
や
市
民
に
多

彩
な
講
義
を
受
講
し
て
も
ら
う
企
画
「
長
濱
大
学
」

を
市
民
有
志
が
計
画
し
て
い
る
と
の
記
事
が
あ
り
、

当
協
会
が
指
向
す
る
方
向
を
先
取
り
さ
れ
た
形
に

な
り
ま
す
。

受
講
生
に
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
支
援
で
き
る
よ

う
に
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
は
と
考
え
ま
す
。

「
大
通
寺
」
は
文
化
財
の
宝
庫
で
す
。
足
に
自
信

の
な
い
高
齢
会
員
も
ガ
イ
ド
が
可
能
で
あ
り
、
活

動
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。
当
面
、
土
・
日

の
午
後
、
夏
中
法
要
、
市
街
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
日
に
ガ
イ
ド
を
実
施
し
て
は
と
思
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
活
動
へ
の
思
い
。

富
永

忠
子

入
会
し
て
七
年
目
に
な
り
ま
す
。
昭
和
の
頃
の

長
浜
し
か
知
ら
な
か
っ
た
私
に
は
、
入
会
し
て
得

ら
れ
た
歴
史
も
文
化
も
と
て
も
新
鮮
で
魅
力
的
で

し
た
。
そ
の
長
浜
の
魅
力
を
話
し
て
、
お
客
様
と

良
い
時
間
を
過
ご
し
張
り
の
あ
る
今
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
活
動
の
中
で
好
奇
心
も
湧
き
、
皆
様
か

ら
刺
激
も
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お

客
様
の
意
向
に
添
っ
た
案
内
が
楽
し
く
で
き
る
よ

う
幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

手
を
あ
げ
よ

同
じ
流
れ
に

住
む
蛙横

超
院

日
陰
の
わ
ら
び腰

を
の
し
か
ね

千
代

【
応
答
連
歌
の
碑
】

淡
海
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

絡
協
議
会
交
流
研
修
会
に
参
加
し
て

（
匿
名
）

六
月
二
十
五
日
午
前
九
時
十
三
分
、
当
協
会
員
十

九
名
が
米
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
員
十
六
名

と
同
じ
バ
ス
に
乗
車
し
出
発
、
文
字
ど
お
り
交
流
か

ら
始
ま
る
。
晴
天
に
恵
ま
れ
気
分
も
い
い
、
一
時
間

ほ
ど
の
バ
ス
旅
で
高
島
市
市
民
会
館
に
到
着
し
た
。

十
時
三
十
分
予
定
通
り
開
会
、
一
連
の
セ
レ
モ
ニ
ー

が
始
ま
っ
た
。

高
島
市
観
光
協
会
員
の
観
光
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
密
な
る
連
携
を

保
っ
た
諸
活
動
を
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
た
。

講
演
会
で
は
、
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
の
大
沼
芳

幸
普
及
専
門
員
か
ら
、
「
歴
史
文
化
遺
産
ガ
イ
ド
に
求

め
ら
れ
る
も
の
～
視
線
を
広
げ
る
〜
」
と
題
し
た
講
義

を
受
け
た
。
そ
の
話
の
中
で

・
来
県
さ
れ
る
方
は
近
江
の
文
化
（
琵
琶
湖
）
を
求
め

て
や
っ
て
く
る
。

・
我
々
が
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
光
景
や
文
化
が
、

来
訪
者
に
と
っ
て
新
鮮
な
も
の
と
し
て
映
る
場
合
が
あ

る
と
と
も
に
、
良
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
て
も
外
か
ら

来
る
人
に
は
あ
ま
り
感
動
を
与
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。

自
然
な
も
の
そ
れ
が
一
番
い
い
。

と
語
ら
れ
た
。

ガ
イ
ド
は
聞
く
人
、
求
め
る
人
に
会
っ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
反
省
あ
る
の
み
。

午
後
の
研
修
は
「
ビ
ア
ン
カ
」
に
乗
り
、
お
い
し
い

昼
食
を
い
た
だ
い
た
後
、
湖
上
を
周
航
し
な
が
ら
の
研

修
で
し
た
。
大
沼
芳
幸
普
及
専
門
員
か
ら
説
明
も
あ
り

大
い
に
勉
強
と
な
っ
た
。
ま
た
、
船
上
で
は
各
協
会
の

方
達
と
語
り
合
え
、
他
協
会
の
ガ
イ
ド
仲
間
と
の
交
流

も
で
き
た
充
実
し
た
一
時
で
し
た
。

高
島
の
皆
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

七
月

一
日
（
月
）

び
わ
こ
一
斉
清
掃

七
月

五
日
（
金
）

救
急
救
命
法
講
習
会

七
月
二
十
七
日
（
土
）

長
浜
総
踊
り

八
月

五
日
（
月
）

英
会
話
研
修

八
月

五
日
（
月
）

北
び
わ
こ
花
火
大
会

八
月

六
日
（
火
）

花
火
大
会
清
掃

八
月
二
十
九
日
（
木
）

全
体
会
議

九
月

二
日
（
月
）

英
会
話
研
修

九
月
十
八
日
（
木
）

湖
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

Ｊ
Ｒ
ハ
イ
キ
ン
グ

七
月
十
三
日
・
八
月
三
日

長
浜
町
歩
き

七
月
二
十
七
日
・
八
月
十
七
日

竹
生
島

八
月
九
日
（
金
）

落
書
き
寺

九
月
八
日
（
土
）

田
ん
ぼ
ア
ー
ト

九
月
二
十
九
日
（
日
）

栗
狩
り

直
井

一
博

一
九
四
七
年
京
都
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
た
だ
、

両
親
は
京
都
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
九
七
〇
年
に
三
菱
樹
脂
に
入
社
し
、
最
初
が
長

浜
工
場
で
し
た
。
一
九
七
四
年
に
東
京
に
転
勤
し
、

二
〇
一
〇
年
ま
で
横
浜
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
た
だ
、

二
〇
〇
二
年
に
長
浜
に
単
身
赴
任
し
、
以
前
は
嫌
い

だ
っ
た
長
浜
が
好
き
に
な
っ
て
、
い
や
が
る
母
ち
ゃ

ん
を
説
き
伏
せ
て
越
し
て
き
ま
し
た
。
今
は
、
畑
を

借
り
て
野
菜
を
作
り
、
運
動
は
テ
ニ
ス
と
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
、
こ
ん
な
こ
と
が
生
活
の
中
心
で
す
。

八
木

一
元

福
井
市
で
生
ま
れ
、
北
ノ
庄
の
近
く
で
小
学
校
低

学
年
を
過
ご
し
、
敦
賀
を
経
て
長
浜
に
来
ま
し
た
。

海
の
幸
で
育
っ
た
の
で
、
鮒
ず
し
に
は
驚
か
さ
れ
鯖

そ
う
め
ん
に
は
感
激
し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
の
好
き
な
歴
史
・
戦
国
時
代
、
お
市
の
夫

で
浅
井
三
姉
妹
の
父
と
な
っ
た
柴
田
勝
家
と
長
浜
城

主
羽
柴
秀
吉
の
賤
ケ
岳
の
戦
い
な
ど
湖
北
長
浜
の
文

化
歴
史
を
勉
強
し
て
、
お
客
様
へ
の
心
遣
い
、
親
切

な
お
も
て
な
し
を
第
一
に
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
め
ざ
し
た
い
。

田
中

創

定
年
退
職
後
、
地
方
暮
ら
し
に
憧
れ
、
東
京
か
ら
移

住
。

東
京
有
楽
町
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
で
「
ほ
ど
ほ
ど
の
田
舎
」
「
ほ
ど
ほ
ど
の

都
会
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
滋
賀
県
を
知
り
、
自
然
と
歴
史
・

文
化
が
共
存
す
る
長
浜
市
を
永
住
の
地
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
ガ
イ
ド
活
動
で
学
ん
だ
知
識
を
通
じ
て
、

自
称
「
ふ
る
さ
と
回
帰
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
び
わ

こ
長
浜
の
暮
ら
し
や
観
光
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

松
波

美
佐
子

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
る
知
人
の
、
生
き

生
き
と
し
た
姿
に
惹
か
れ
、
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
多
く
の
方
々
と
の
出

会
い
を
大
切
に
、
ま
た
、
長
浜
に
来
て
よ
か
っ
た
と
感

じ
て
頂
け
る
よ
う
、
基
本
か
ら
し
っ
か
り
研
修
を
積
み

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
も
て
な
し
の
心
を
育
む
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
充
実
や
、
健
康
維
持
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
入
会
員
の
自
己
紹
介

退
会
者
の
お
名
前

松
浦

美
紀
代

様

寺
脇

達
夫

様

梅
本

輝
夫

様

高
橋

正

様

前
田

洋
子

様

川
田

茂
子

様

当
協
会
の
為
に
頑
張
っ
て
下
さ
り
誠
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


